|@ 2 が / 7 ツル / 
〆 門 婦 め , 鐘 交 人 が 
が 72 竜 懇 。 


私 、 地 獄 の 道化師 ! 死神 で す 。 
夏 の イベ ント が 予定 通り 行わ れ て 
よかっ た ね ! 
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岩 な ど が まだ あり と て も 人 怖い で す が 大 分 落ち 着い て 
きま し た 。 ま だ 、 従 来 の 活動 を 続け る の は 難し いで 
す が 、 こ の 様 な 案内 を 発送 する こと は で きま す 。 え た た 
っ 、 昔 の /「 フ ハッ 」 み た い だ っ て 1! まぁ 、 古い ぃ 会員 
の 方 は 御存知 で し ょ う が 初 期 の 「 フ ハッ 」 は B 6 の コ 
つり DGG に 

さて 、 前 回 発送 し まし た 案内 で 多数 の 会 員 の 方 か 
ら お 便り や 通販 の 申込 み が あ り ま し て 、 ま た それ ら 
と 同時 に 義援金 な ど 送 っ て 下さ っ た 方 も お られ まし 
て 本 当 に 助かり まし た 、 こ の 場 を お 借り し まし て 御 
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了 No014 古 賀 弘明 多 No124 きく ち 正 太 軌 No120 岡本 真一 
@ 超 常連 の 古賀 君 。 プ ロ 有難 う 。 き くち 先生 、 @ 豚 鼻 の 鬼太郎 が 面白 い 
に な っ た ら サ イン し て ね 。 も 頑張 っ て 下さ い 。 来年 は ビビ ビ の 遇 年 
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ょ スタ ンー ン 弟 請 『 
暫 No091 佐藤 公 紀 区 No033 佐々 木 智 美 暫 No167 佐々 木 卓 
@「 バ ザー ル DE ゴ ザー ル 」 人 可愛 い イ ラス ト の 佐々 あの ね ぇ ちなみ に 瀬 
で お 馴染 の で えも ん 佐藤 。 木 さん 。 素 顔 も 可愛 い 。 戸 に 送ら れ た の は 「 お め 
車 も 大 好き 。 本 当 だ よ ! で プー」 で し た 。 


呈 No203 高橋 知 和 No201 和 気 雅俊 No018 松田 浩之 

「 フ ハッ 」 の 抄 太 郎 テ 左上 の 3X3EYES は 印刷 で 圧倒 的 に 多い 鬼太郎 の 
スト 全部 出来 た 人 は 居る 彼 の 書い た の は 貧弱 な 河童 イラ ス ト の 中 、 一 反 木 綿 
か な ぁ ー。 の 絵 で す 。 鉛 筆 は 見 に くい は 嬉し い 。 
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「 フ ハッ 」 水 伝 キ ッ ズ の コー 

ナー で お 馴染 の 益田 貴裕 君 。 
も う 8 歳 に な か っ た の か な ? 

イラ スト は カラ ー で 絵 も か 

な り 上 達し まし た ね 。 
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多 No176 天谷 慶子 

天谷 さん 。 朱 太 郎 の 同人 を 
や っ て いる そう で す が 、 今 
度 会 員 の 皆 に 見 せ て 下さ い 。 
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了 折 No208 一 安 妙 美 
昨年 夏 の イベ ント で 入会 し 
まし た 。 ス タッ フ の 皆 は 事 
故 、 病 気 は あり ませ ん が 地 
震 に 唱 い まし た よ 。 


No206 川島 慶子 
鬼太郎 、 悪 魔 く ん 、 三 平 と 
水木 主要 キャ ラ が カワ イイ 
く な っ て 勢揃い !! 
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若 1 月 17 日 午前 5 時 46 分 に 兵庫 県 を 突然 痛 っ た 大 地震 。 最 も 被害 の 大 きか っ た 我 : 
水 伝 本 部 も ある 神戸 市 は 今 、 復 興 に 急 ピ ビッ チ で あり ます 。 展 災 直 後 は 水 伝 も 休 : 
会 を 考え た こと も あり まし た が 、 復 旧 と 共に スタ ッ フ も 元気 を 徐々 に 取り 戻し : 
つつ あり ます 。「 こ ん な 時 だ か ら こ そ 毎 年 恒例 の 夏 の イベ ント は 行 お う 」 と い : 
う 声 も 強まり 恒例 夏 の イベ ント は 、 恒 例 『 若 者 の 家 』 で 今年 も 行わ れ ま す 。 で 、 
今年 の イベ ント は 例年 と は 少し 趣向 を 変え 、 全 国 の 仲間 に 被災 地 ・ 神 戸 の 良い : 
所 を 知っ て も ら お うと 阪神 間 の 観光 が メイ ン と な り ま す 。 で すか ら 全 国 の 皆 さ : 
ん 、 ま た 神戸 を 良く 知ら な い 方 々 、「 神 戸 の 人 達 は が ん ば っ て いる ん だ よ 」 と : 
知っ て いた だ く た め に も 是非 参加 し て 下さ い 。 も ちろ ん 被災 地 の 様 子 も 御 自身 : 
の 目 で 確か め て 下さ い 。 

@ 月 衣 人 箕 折 ノ 1995 和 年 7 月 22 日 ( 二 )ー-23 日 (日 ) 

堆 開催 場所 宝塚 ファ ミリ ー ラ ンド 、 神 戸 市 立 若者 の 家 、 神 戸 ハー バー ラン ド : 


休会 用 7 の 殺人 合 時 門 
析 0ESSO 二 尽 ここ "0・ ① 午 前 ユ ユ 時 〇 O 分 : 
ー 新幹線 を 利用 され る 方 は 「 西 明石 」 で 乗換 えら れる と 便利 で す 。 
@JR フ に 陸 胡 還 民 一 中 央 出 ロ ・・・・・・・・ @ 午 後 ユ 1 ユ 時 3 の O 分 : 


守 こ ちら も 新幹線 を 利用 され る 方 は 「 新 大 阪 」 で 乗り 換え て 下さ い 。 初 め て の 
集合 場所 で す の で 参加 者 に は 詳し い 案 内 書 を お 送り し ます 。 
る 兵 カ h 仙 "ほら の 〇 〇 〇 円 (1 2 歳 以下 3 0 0 0 円 ) 
写 参 加 費 に は 、 集 合 場所 か ら 開 催 場所 まで の 交通 費 、22 日 の 夕食 代 、23 日 の 朝 
食 代 、 宿 泊 費 等 が 含ま れ ま す 。 集 合 場 所 まで の 交通 費 往復 、22 日 の 昼食 代 、 
23 日 の 昼食 代 、 等 は 含ま れ て お り ま せん 。 
⑤ っ - カ ロゴ と ※ つ 系 セ リ の 
'9G5 年 6 月 ラ 左 日 (と りあ え ず 参加 予約 だ け で も 早め に お 済ま せ 下 さい ) 
部 銀 カ ロ 約 の 納 和 多 考 潜 
参加 申込 み 用 紙 を 記入 、 同 封 の 上 現金 書留 か 無記名 郵便 小 為 替 に て 送金 し て 下 
さい 。 ま た 、 当 日 精算 で も 受け 付け て お り ま す 。 


全便 例 オ ー ク ショ ン の 一 幕 。 信 鬼太郎 イベ ント 会 場 に て 信 夜 は 怖い 肝 試 し 
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藻 今 年 の オー クシ ョ ン ! 水木 関係 、 特 撮 も の 、 必 殺 シ リー ズ 、 等 必見 

慈 今 年 (は や る の か の め み 写 表 亮 県 5 イ エント! 
も し な く て も 、 お 化け 屋敷 、 絶 叫 マ シー ン 、 手塚 治虫 記念 館 な ど 楽 し い ゾ の 

宙 イ 委 ( 寺 ネ ネ申 王 の 素 末 各 区 - 丘 - ザ イク で --- 
エキ ゾ チ ッ ク な 町 、 神 戸 の 新 名 所 ・ モ ザイ ク は 美しい 港 の 夜景 が 見 える スト リー ト で 
す 。 今 回 は ここ で 夕食 、 そ し て 時 間 の 許す 限り 遊ん で も らい まし ょ う 。 若 者 は ゲー ム 
セン ター、 カ ラオ ケ 、 映 画 館 (「 学校 の 怪談 」 上 映 中 ) な ど で 、 年 配 の 方 も 居酒屋 で 一 杯 
呑み な が ら 水 木 談義 を 、 そ れ ぞ れ グ ルー プ に 別れ て 楽し ん で も ら う 予定 で す 。 

七 そし て 、 帰 り に 温泉 に 浸かり 、 汗 を 流し 、 疲 れ を いや し 、 ま た 次 の 日 も 思い っ きり 楽 
ウ ま 5 1392) 
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その ① UEFEO キ ャ ッ チ ャ ー に 水木 シャ ツ が !! 
発見 し た の は 大 阪 天満 付近 。 ト ラ 
イ し まし た が 採れ ませ ん で し た 。 目 
玉 、 ね ずみ 男 、 鬼 太郎 、 一 反 木 綿 が 
あり まし た 。 ( 他 に も ある か も …) 
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も 水木 グッ ズ が !! 8 
これ も と れ ま せん で し た 。 目 玉 ( 茶 碗 付き )・ 鬼 太郎 ・ ね こ 娘 ・ ね ずみ 
男 が あり まし た 。 ( 他 に も ある か も …) 

キー ホル ダー に な っ て て 可愛 いで す 。 
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・ 驚 いた の な ん の っ て 、 水 木 伝説 I & IL 
で 「 再 放送 は まず な い 」 と 書い た ば か 
りな の に まさ か の 再 放送 。 時 間 帯 は タ 
方 の 5 時 2 5 分 、 月 曜 か ら 木 曜 に 
放送 中 で ある が 第 2 話 「 妖 怪 反物 」 
と 第 5 話 「 あ し まがり 」 が 未 放送 
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